
　

由
利
本
荘
市
は
霊
峰
・
鳥
海
山
を
中
心
に

山
、
川
、
海
が
混
在
す
る
地
域
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
海
ダ
ム
建
設
工
事
や
洋

上
風
力
発
電
事
業
の
着
工
を
控
え
て
い
る
な

ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先
進
地
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
自
然
に
恵
ま
れ
た
本
市
の
東
由
利

地
域
で
は
黄
桜
、
矢
島
地
域
で
は
菜
の
花
が

栽
培
さ
れ
て
お
り
、
由
利
本
荘
市
商
工
会
女

性
部
で
は
こ
の
黄
桜
、
菜
の
花
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
「
花は

菜な

・
花は

菜な

ほ
っ
と
ス
テ
ー

は
ち
み
つ 

通
信

商
工
会
女
性
部
は
ま
ち
に

元
気
と
安
心
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

「
花は

菜な

・
花は

菜な

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」で

地
域
資
源
を
活
用

由
利
本
荘
市
商
工
会
女
性
部（
秋
田
県
）

３
つ
の
委
員
会
で
事
業
展
開
。

世
代
間
交
流
を
進
め
て

地
域
の
活
性
化
に
一
役

三
股
町
商
工
会
女
性
部（
宮
崎
県
）

女性部のメンバー

シ
ョ
ン
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
各
地
域
で
出
店
事
業
を
行
う

際
に
、「
お
客
様
へ
ほ
っ
と
一
息
で
き
る
飲

み
物
を
提
供
で
き
た
ら
よ
い
の
で
は
」
と
い

う
こ
と
か
ら
発
案
。
毎
年
春
先
に
黄
桜
、
菜

の
花
の
摘
み
取
り
を
行
い
、
そ
の
後
、
塩
漬

け
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
茶
葉
と
し
て
商
品

販
売
し
て
い
ま
す
。
黄
桜
茶
に
は
、
抗
菌
作

用
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
二
日
酔
い
を
和
ら

げ
る
効
果
が
あ
り
、
菜
の
花
茶
に
は
、
免
疫

力
向
上
や
疲
労
回
復
、
美
肌
効
果
や
老
化
防

熊本熊本

鹿児島鹿児島

山形

青森青森

岩手

秋田

宮崎
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止
な
ど
の
効
能
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

黄
桜
茶
は
、
お
湯
を
注
ぐ
と
ほ
の
か
な
桜

の
匂
い
と
薄
黄
色
の
花
弁
を
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
猛
暑
の
時
期
は
茶
葉
を
水
出
し
す
る

こ
と
で
、
塩
分
補
給
と
し
て
も
一
役
担
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ご
飯
に
細
か
く
刻
ん
だ

菜
の
花
茶
を
混
ぜ
、
イ
ベ
ン
ト
で
「
菜
の
花

　

三み

股ま
た

町ち
ょ
うは

、
宮
崎
県
南
部
の
山
沿
い
に
位

置
し
、
宮
崎
市
と
都
城
市
に
隣
接
し
た
人
口

約
２
万
５
０
０
０
人
の
ま
ち
で
す
。
平
成
の

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
近
隣
の
町
が
合
併
す

る
な
か
で
単
独
町
政
を
選
択
し
、
自
主
自
立

の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

三
股
町
商
工
会
女
性
部
は
、
現
在
33
人
で
、

各
々
が
所
属
す
る
３
つ
の
委
員
会
（
研
修
・

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
）
で
事
業
の
役
割
分

担
を
し
て
い
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
の
ほ
か
に
、
各
委
員
会
の
副

委
員
長
２
人
ず
つ
を
加
え
た
合
同
委
員
会
も

組
織
し
、
必
要
に
応
じ
て
い
ず
れ
か
の
組
織

で
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
や
関
係
団
体
か
ら
女
性
部
に

対
す
る
会
議
な
ど
へ
の
出
席
要
請
も
多
い
こ

と
か
ら
、
合
同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
含
め

て
役
割
分
担
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
女
性
部
の
な
か
に
は
、
親
子
や
嫁
姑

の
関
係
に
あ
る
部
員
も
い
て
、
世
代
や
業
種

の
異
な
る
部
員
が
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

部
員
間
の
連
絡
は
お
も
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
単
な
る
連
絡

手
段
だ
け
で
な
く
、
お
祝
い
事
や
日
々
感
じ

た
こ
と
な
ど
の
情
報
を
分
か
ち
合
う
共
有
ツ

ー
ル
と
し
て
も
機
能
し
、
部
員
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
生
活
が
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
本
会
女
性
部

は
、
世
代
間
交
流
で
新
旧
の
考
え
方
を
融
合

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
ま

ち
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

お
に
ぎ
り
」
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
メ
ガ
イ
ン
フ
ラ
（
鳥
海
ダ
ム
、
洋

上
風
力
発
電
事
業
）
に
よ
る
交
流
人
口
増
加

が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
今
後
と
も
地
域
資
源

を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
支
援
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

イベント出店の様子

上／女性部のメンバー　右／菜の花茶と黄桜茶　左
／女性部員による菜の花の摘み取り作業の様子
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